
「こどものみらい古本募金」への参加

期間 年 月 日〜 月 日
全店舗に回収ボックスを設置しております。
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　７月11日、2023年度のモニター会議を開催し、
2022年度決算の状況等について報告しました。

７月 「2023年度モニター会議」開催

　今年度、秋田県では2050年までに県内で排出する二
酸化炭素(CO２)など温室効果ガスの量を実質ゼロとす
る「カーボンニュートラル」の
実現のため、節電や節水などに
取り組む県内事業者の登録制度
を創設しました。
　５月、当金庫もSDGs達成に
向けた取り組みの一環として本
制度に登録し、８月には、県と秋
田県地球温暖化防止活動推進セ
ンター共催の「脱炭素セミナー」
の周知活動を行いました。

５月 あきたゼロカーボンアクション
宣言事業者への登録

　４年ぶりに新型コロナの制限がなく開催された秋田
竿燈祭りに、「柳町」（大町４丁目）へスポンサー竿燈
として参加しました。地域貢献の一環として当金庫職
員も15名が参加し、会場の皆様から大きな拍手をいた
だきました。　

8月 秋田竿燈祭りに
「スポンサー竿燈」として参加

　９月18日、23日、24日の日程で「第25回あきしん
杯争奪少年サッカー大会」を開催しました。地域との
共生と青少年の健全育成を目的として、秋田市サッカー
協会との共催により開催しており、コロナ禍で２年の
中断を余儀なくされましたが、昨年から再開し、今年
も24チームから参加いただきました。

９月 「第25回あきしん杯争奪
　　　　　　少年サッカー大会」開催

　６月27日、第74回通常総代会を開催し、2022年度
決算について報告し、同剰余金処分案等について決議
しました。

6月 「第74回通常総代会」開催
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大切にしたい  あなたとのつながり

■災害時返却カーリースによる被災地への  当金庫営業車両の無償貸出支援
　当金庫では、一般社団法人日本カーシェアリング協会が
提供する「災害時返却カーリース」を活用し、昨年より営
業車両６台を導入しております。
　「災害時返却カーリース」は、大規模災害が発生した際に、
10日以内に同協会が指定する場所に返却することが条件と
なるカーリース契約で、この度の豪雨災害では、同協会の
現地調査により支援ニーズを確認した秋田市に配備され、
被災者等に無償で貸与されることとなりました。
　当金庫では、引続き同協会との連携を通じ、災害時にも
大きな力を発揮できる助け合いの意識を醸成するととも
に、SDGsの達成に向けた取り組みを推進してまいります。

　当金庫と羽後信用金庫は、こども家庭庁等が主催する「こど
もの未来応援基金」への寄附プログラム「こどものみらい古
本募金」（読み終えた本を提携先の古本販売業者に送付すると、
買取額が同基金に寄附されるプログラム）に６月１日から９月
29日までの期間で参加しました。
　参加期間中、当金庫全店舗に古本の回収ボックスを配置し、
お客様へご協力をお願いしておりましたが、以下のとおり、同
基金へ寄附させていただきました。
　両金庫の取り組みにご賛同、ご協力いただきまして、誠にあ
りがとうございました。

■秋田市および五城目町への
■支援物資供給
　当金庫および他県信用金庫からの支援物資（飲
料水・タオル）を、被災した五城目町の老人福
祉施設・保育園、秋田市および五城目町の災害
ボランティアセンターへ提供しました。

■豪雨災害特別相談窓口の設置
　豪雨災害により被災された方々の早期災害復
旧に向けた支援のため、７月18日㈫、特別相談
窓口を設置するとともに災害復旧ローンの取り
扱いを開始しました。
　当初、特別相談窓口の設置期間は10月31日㈫
までとしておりましたが、９月の集中豪雨によ
る影響も含め、被害を受けられた皆様の事業や
生活等に関するご相談にお応えするため、12月
29日㈮まで延長しております。

地域
経済

地域
社会

TOPICS上半期AKISHIN トピックス

　今年は８人の新入職員が入庫しました。お取引先の皆
様にもご指導いただきながら、一日も早く独り立ちし皆
様のお役に立てるよう育成してまいります。

4月 秋田信用金庫　入庫式

秋田信用金庫 羽後信用金庫 合　計

寄附された本の数 1,932 冊 434冊 2,366 冊

寄附金額（本の買取額） 22,632 円 19,159 円 41,791 円

※寄附の内容

SDGs目標

SDGs目標

SDGs目標

SDGs目標

中央：あきた未来創造部長　
水澤里利 様

右：信金中央金庫東北支店 支店長
星住圭一 様

左：秋田信用金庫 理事長
　　　　　　　　　　菅原　浩

※紺綬褒章：公益のために私財（個人５百万円以上、法人等10百万円以上）を
寄付したものに授与される褒章

　豪雨災害により浸水被害を受け７月18日㈫より臨時休業して
いました五城目支店は、復旧工事が完了した９月４日㈪、営業
を再開しました。
　約１ヵ月半と長期間にわたり、お客様には大変ご不便、ご迷
惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げます。
　今後とも変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

被災時の状況

2023年７月に発生した
県内豪雨災害に対する取り組み

■「五城目支店」９月４日営業再開

　　2021年２月に地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）を通じ
て、秋田県の「若年女性の県内定着が進む社会づくり推進事業」
へ寄附（寄附額10百万円）を行った信金中央金庫（信用金庫の中
央金融機関）に紺綬褒章（※）が授与され、８月18日㈮、あきた未
来創造部長室において伝達式が開式されました。

　　信金中央金庫の寄附を通じて、当金庫も秋田県の同事業の周知
活動等のサポートを行っております。今後も引き続き、信金中央
金庫と連携し、秋田県の重要課題である若年女性の定着に向けた
取り組みを推進してまいります。

信金中央金庫が紺綬褒章授与
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　預金につきましては、定期性預金は個人が流動性預
金へのシフトにより減少しましたが、流動性預金は個
人、一般法人および公金ともに増加したことから前年
同期比2,252百万円増加しました。
　貸出金につきましては、金融機関向け貸出、個人の
アパート資金、運送業、再生可能エネルギー関連の大
口実行のほか、消費者ローンの増加により前年同期比
2,987百万円増加しました。

　業務純益は、役務取引等費用や経費の増加に対し、貸出金利
息を主体とした資金運用収益の増加から、前年同期比36百万円
増加の224百万円の計上となりました。   
　経常利益は、業務純益の増加に加え、貸倒引当金等信用コス
トの減少等から前年同期比112百万円増加の245百万円の計上
となり、当期純利益は同96百万円増加の197百万円の計上とな
りました。
　◆2023年９月期実質業務純益　224百万円
　　実質業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額の影響を除い
たもので、前年同期比55百万円増加しました。
　◆2023年９月期コア業務純益　225百万円（うち投資信託解約益０円） 
　コア業務純益は、実質業務純益から国債等債券損益の合計額を除い
て算出された本来業務から得られる利益のことで、前年同期比40百万
円増加しました。 

 ◆貸出金業種別構成比

 ◆預貸金の推移

業況及び諸比率の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
億円

預金積金残高（億円）貸出金残高（億円）

2022年9月期 2023年3月期 2023年9月期

754

1,453

767

1,386

784

1,476

もとのグラフデータ

2022年
９月期

2023年
３月期

2023年
９月期

当期純利益
経常利益
業務純益

191
　　　　259
　　　　　　　　　　　　389
 
197
　　　245
　　224

0 50 100 150 200 250 300 350 400

0 50 100 150 200 250 300 350 400

0 50 100 150 200 250 300

101
　　133
　　　　　  188

● 自己資本の充実の状況等● 有価証券の状況

● 開示債権の状況

2023年９月期の業績

　　2023年９月期の不良債権比率は、破綻懸念先残高の増加等から不良債権残高が増加し、前年同期比1.09ポイント上昇し、5.45％
となりましたが、不良債権の95.55％が貸倒引当金や担保・保証等により保全され、さらに自己資本となる純資産6,033百万円を
有し万全を期しております。        

１．売買目的有価証券　　　該当する取引はありません。
２．満期保有目的の債券

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券のうち、主なものの内容と貸借対照表計上額は次の通りです。 
　　・その他有価証券  
　　　秋田まちづくりファンド 24百万円
　　　非上場株式 33百万円

３．その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 12,141 11,959 181 9,348 9,206 141 5,362 5,278 84
そ の 他 6,537 6,029 507 8,452 8,300 151 7,126 6,552 574
小　　計 18,679 17,989 689 17,800 17,506 293 12,489 11,830 658

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 11,095 11,371 △    275 11,729 12,173 △    444 15,513 16,180 △    667
そ の 他 15,764 17,295 △ 1,531 14,776 15,893 △ 1,116 16,446 18,241 △ 1,794
小　　計 26,859 28,666 △ 1,806 26,505 28,066 △ 1,561 31,960 34,422 △ 2,462

合　　　計 45,538 46,656 △ 1,117 44,306 45,573 △ 1,267 44,449 46,253 △ 1,803

 ◆保有有価証券等の時価情報

（注）○「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」は、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる
債権で、債務者区分が破綻先および実質破綻先に該当する債権です。

　　○「危険債権」は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受取ができない可
能性の高い債権で、債務者区分が破綻懸念先に該当する債権です。

　　○「要管理債権」は、債務者区分が要注意先に該当する債権のうち、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する債権です。
　　○　「正常債権」は、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題のない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」

以外の債権をいいます。
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

種　　類
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 100 102 2 100 100 0 100 102 2
小　　計 100 102 2 100 100 0 100 102 2

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 － － － － － － － － －
小　　計 － － － － － － － － －

合　　　計 100 102 2 100 100 0 100 102 2

　信用金庫は、国内に特化する金融機関であることから、国
内基準で４％以上の自己資本比率を維持することが義務付け
られております。2023年９月期の自己資本比率は、リスク・
アセットがやや増加しましたが、利益計上等による自己資本
の増加から前年同期比0.37ポイント上昇の12.14％となり、
国内基準を大幅に上回る水準となっております。

★自己資本の構成に関する事項 （単位：百万円）

 ◆自己資本比率の推移

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する
銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有す
る資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判断するための基
準」(2006年金融庁告示第21号)に基づき算出しております。なお、当金庫は
国内基準により自己資本比率を算出しております。

★自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

項　　目
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

イ．信用リスクアセット・
所要自己資本の額合計 62,228 2,489 59,978 2,399 62,125 2,485

①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 59,037 2,361 56,738 2,269 58,892 2,355

現金 － － － － － －

我が国の中央政府及
び中央銀行向け － － － － － －

外国の中央政府及び
中央銀行向け 72 2 72 2 72 2

国際決済銀行等向け － － － － － －

我が国の地方公共団体向け － － － － － －

外国の中央政府等以
外の公共部門向け － － － － － －

国際開発銀行向け － － － － － －

地方公共団体金融機構向け － － － － － －

我が国の政府関係機関向け 403 16 399 15 375 15

地方三公社向け 40 1 20 0 20 0

金融機関及び第一種金
融商品取引業者向け 7,863 314 7,195 287 8,071 322

法人等向け 28,025 1,121 29,122 1,164 30,645 1,225

中小企業等向け及び個人向け 12,917 516 10,162 406 10,119 404

抵当権付住宅ローン 1,721 68 1,469 58 1,391 55

不動産取得等事業向け 2,176 87 2,400 96 2,348 93

3ヵ月以上延滞等 19 0 21 0 26 1

取立未済手形 1 0 3 0 3 0

信用保証協会等による保証付 499 19 478 19 491 19

株式会社地域経済活性化
支援機構等による保証付 － － － － － －

出資等 82 3 82 3 58 2

上記以外 5,212 208 5,309 212 5,267 210

他の金融機関等の対象資本調
達手段のうち対象普通出資等
及び外部TLAC関連調達手段
に該当するもの以外のものに
係るエクスポージャー

1,200 48 1,200 48 1,200 48

信用金庫連合会の対象普通出資
等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部
分に係るエクスポージャー

627 25 627 25 627 25

特定項目のうち調整項目に算入され
ない部分に係るエクスポージャー 575 23 474 18 464 18

上記以外のエクスポージャー 2,809 112 3,007 120 2,975 119

②証券化エクスポージャー － － － － － －
③リスク・ウェイトのみなし計
算が適用されるエクスポー
ジャー（ルック・スルー方式）

3,908 156 3,957 158 3,950 158

④経過措置によりリスク・アセッ
トの額に算入されるものの額 － － － － － －

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されなかったものの額

△720 △28 △720 △28 　△720 △28

⑥CVAリスク相当額を
8％で除して得た額 － － － － － －

⑦中央清算機関関連エクスポージャー 1 0 2 0 2 0

ロ．オペレーショナル・リスク 3,124 124 3,280 131 3,280 131

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 65,352 2,614 63,258 2,530 65,406 2,616

（注）１．所要自己資本の額＝リスクアセット×４%
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びに
オフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。

３．「３カ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３
カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央政
府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国際決済銀行等向け」を除く）
においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算出しています。

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

項　　目 2022年
９月期

2023年
３月期

2023年
９月期

コア資本に係る基礎項目（１）

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会
員勘定の額 7,567 7,646 7,836

うち、出資金及び資本剰余金の額 1,237 1,250 1,242

うち、利益剰余金の額 6,330 6,420 6,593

うち、外部流出予定額　（△） － 24 －

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
コア資本に係る基礎項目の額に算入される引
当金の合計額 154 137 131

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 154 137 131

うち、適格引当金コア資本算入額 － － －

その他コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － － －

コア資本に係る基礎項目の額　（イ） 7,721 7,783 7,968

コア資本に係る調整項目（２）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額 25 20 23

うち、のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るもの以外の額 25 20 23

コア資本に係る調整項目の額　（ロ） 25 20 23

自己資本

自己資本の額   （（イ）ー（ロ））　（ハ） 7,696 7,763 7,944

リスク・アセット等（３）

信用リスク・アセットの額の合計額 62,228 59,978 62,125

うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 △ 720 △ 720 △ 720

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △ 720 △ 720 △ 720

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８％で除して得た額 3,124 3,280 3,280

リスク・アセット等の額の合計額　（二） 65,352 63,258 65,406

自己資本比率

自己資本比率   （（ハ）／（ニ））　 11.77% 12.27% 12.14%

 ●損益状況の推移

● 預金貸出金残高

● 損 益 状 況

　当金庫ではお客様からお預かりした資金の一部を、信用力の高い債券を中心とした有価証券等で運用しております。

秋田信用金庫に対し、平素より格別のご愛顧を賜り、
心よりお礼申し上げます。
当金庫の2023年９月期の主な経営内容をお知らせい
たします。

2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

個人
31.2%

その他 5.2%

建設業
11.0%

卸売・小売業 
11.5%

金融・保険業
10.9%

サービス業
13.6%

製造業 4.5%

地方公共団体 4.8%
不動産業 4.6%

運輸業 2.7%

個人
31.1%

その他 6.1%

建設業
10.9%

個人
30.8%

その他 6.1%

建設業
10.4%

製造業 4.5%

卸売・小売業
11.1%

金融・保険業
11.7%

製造業 4.4%

卸売・小売業
11.4%

金融・保険業
10.7%

サービス業
12.4%

不動産業 5.2%
運輸業 2.8%地方公共団体 5.0%

不動産業 5.1%
運輸業 3.3%

サービス業
12.4%

地方公共団体 4.6%

（単位：百万円）



国内基準 2022年
９月期

もとのデータ

2023年
３月期

2023年
９月期

0
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10

15

4.00%

11.77% 12.27% 12.14%

　預金につきましては、定期性預金は個人が流動性預
金へのシフトにより減少しましたが、流動性預金は個
人、一般法人および公金ともに増加したことから前年
同期比2,252百万円増加しました。
　貸出金につきましては、金融機関向け貸出、個人の
アパート資金、運送業、再生可能エネルギー関連の大
口実行のほか、消費者ローンの増加により前年同期比
2,987百万円増加しました。

　業務純益は、役務取引等費用や経費の増加に対し、貸出金利
息を主体とした資金運用収益の増加から、前年同期比36百万円
増加の224百万円の計上となりました。   
　経常利益は、業務純益の増加に加え、貸倒引当金等信用コス
トの減少等から前年同期比112百万円増加の245百万円の計上
となり、当期純利益は同96百万円増加の197百万円の計上とな
りました。
　◆2023年９月期実質業務純益　224百万円
　　実質業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額の影響を除い
たもので、前年同期比55百万円増加しました。
　◆2023年９月期コア業務純益　225百万円（うち投資信託解約益０円） 
　コア業務純益は、実質業務純益から国債等債券損益の合計額を除い
て算出された本来業務から得られる利益のことで、前年同期比40百万
円増加しました。 

 ◆貸出金業種別構成比

 ◆預貸金の推移

業況及び諸比率の推移
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もとのグラフデータ

2022年
９月期

2023年
３月期

2023年
９月期

当期純利益
経常利益
業務純益

191
　　　　259
　　　　　　　　　　　　389
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● 自己資本の充実の状況等● 有価証券の状況

● 開示債権の状況

2023年９月期の業績

　　2023年９月期の不良債権比率は、破綻懸念先残高の増加等から不良債権残高が増加し、前年同期比1.09ポイント上昇し、5.45％
となりましたが、不良債権の95.55％が貸倒引当金や担保・保証等により保全され、さらに自己資本となる純資産6,033百万円を
有し万全を期しております。        

１．売買目的有価証券　　　該当する取引はありません。
２．満期保有目的の債券

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券のうち、主なものの内容と貸借対照表計上額は次の通りです。 
　　・その他有価証券  
　　　秋田まちづくりファンド 24百万円
　　　非上場株式 33百万円

３．その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 12,141 11,959 181 9,348 9,206 141 5,362 5,278 84
そ の 他 6,537 6,029 507 8,452 8,300 151 7,126 6,552 574
小　　計 18,679 17,989 689 17,800 17,506 293 12,489 11,830 658

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 11,095 11,371 △    275 11,729 12,173 △    444 15,513 16,180 △    667
そ の 他 15,764 17,295 △ 1,531 14,776 15,893 △ 1,116 16,446 18,241 △ 1,794
小　　計 26,859 28,666 △ 1,806 26,505 28,066 △ 1,561 31,960 34,422 △ 2,462

合　　　計 45,538 46,656 △ 1,117 44,306 45,573 △ 1,267 44,449 46,253 △ 1,803

 ◆保有有価証券等の時価情報

（注）○「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」は、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる
債権で、債務者区分が破綻先および実質破綻先に該当する債権です。

　　○「危険債権」は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受取ができない可
能性の高い債権で、債務者区分が破綻懸念先に該当する債権です。

　　○「要管理債権」は、債務者区分が要注意先に該当する債権のうち、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する債権です。
　　○　「正常債権」は、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題のない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」

以外の債権をいいます。
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1,005
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要管理債権
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グラフ崩す前のデータ
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2,375
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

種　　類
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 100 102 2 100 100 0 100 102 2
小　　計 100 102 2 100 100 0 100 102 2

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 － － － － － － － － －
小　　計 － － － － － － － － －

合　　　計 100 102 2 100 100 0 100 102 2

　信用金庫は、国内に特化する金融機関であることから、国
内基準で４％以上の自己資本比率を維持することが義務付け
られております。2023年９月期の自己資本比率は、リスク・
アセットがやや増加しましたが、利益計上等による自己資本
の増加から前年同期比0.37ポイント上昇の12.14％となり、
国内基準を大幅に上回る水準となっております。

★自己資本の構成に関する事項 （単位：百万円）

 ◆自己資本比率の推移

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する
銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有す
る資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判断するための基
準」(2006年金融庁告示第21号)に基づき算出しております。なお、当金庫は
国内基準により自己資本比率を算出しております。

★自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

項　　目
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

イ．信用リスクアセット・
所要自己資本の額合計 62,228 2,489 59,978 2,399 62,125 2,485

①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 59,037 2,361 56,738 2,269 58,892 2,355

現金 － － － － － －

我が国の中央政府及
び中央銀行向け － － － － － －

外国の中央政府及び
中央銀行向け 72 2 72 2 72 2

国際決済銀行等向け － － － － － －

我が国の地方公共団体向け － － － － － －

外国の中央政府等以
外の公共部門向け － － － － － －

国際開発銀行向け － － － － － －

地方公共団体金融機構向け － － － － － －

我が国の政府関係機関向け 403 16 399 15 375 15

地方三公社向け 40 1 20 0 20 0

金融機関及び第一種金
融商品取引業者向け 7,863 314 7,195 287 8,071 322

法人等向け 28,025 1,121 29,122 1,164 30,645 1,225

中小企業等向け及び個人向け 12,917 516 10,162 406 10,119 404

抵当権付住宅ローン 1,721 68 1,469 58 1,391 55

不動産取得等事業向け 2,176 87 2,400 96 2,348 93

3ヵ月以上延滞等 19 0 21 0 26 1

取立未済手形 1 0 3 0 3 0

信用保証協会等による保証付 499 19 478 19 491 19

株式会社地域経済活性化
支援機構等による保証付 － － － － － －

出資等 82 3 82 3 58 2

上記以外 5,212 208 5,309 212 5,267 210

他の金融機関等の対象資本調
達手段のうち対象普通出資等
及び外部TLAC関連調達手段
に該当するもの以外のものに
係るエクスポージャー

1,200 48 1,200 48 1,200 48

信用金庫連合会の対象普通出資
等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部
分に係るエクスポージャー

627 25 627 25 627 25

特定項目のうち調整項目に算入され
ない部分に係るエクスポージャー 575 23 474 18 464 18

上記以外のエクスポージャー 2,809 112 3,007 120 2,975 119

②証券化エクスポージャー － － － － － －
③リスク・ウェイトのみなし計
算が適用されるエクスポー
ジャー（ルック・スルー方式）

3,908 156 3,957 158 3,950 158

④経過措置によりリスク・アセッ
トの額に算入されるものの額 － － － － － －

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されなかったものの額

△720 △28 △720 △28 　△720 △28

⑥CVAリスク相当額を
8％で除して得た額 － － － － － －

⑦中央清算機関関連エクスポージャー 1 0 2 0 2 0

ロ．オペレーショナル・リスク 3,124 124 3,280 131 3,280 131

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 65,352 2,614 63,258 2,530 65,406 2,616

（注）１．所要自己資本の額＝リスクアセット×４%
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びに
オフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。

３．「３カ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３
カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央政
府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国際決済銀行等向け」を除く）
においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算出しています。

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

項　　目 2022年
９月期

2023年
３月期

2023年
９月期

コア資本に係る基礎項目（１）

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会
員勘定の額 7,567 7,646 7,836

うち、出資金及び資本剰余金の額 1,237 1,250 1,242

うち、利益剰余金の額 6,330 6,420 6,593

うち、外部流出予定額　（△） － 24 －

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
コア資本に係る基礎項目の額に算入される引
当金の合計額 154 137 131

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 154 137 131

うち、適格引当金コア資本算入額 － － －

その他コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － － －

コア資本に係る基礎項目の額　（イ） 7,721 7,783 7,968

コア資本に係る調整項目（２）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額 25 20 23

うち、のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るもの以外の額 25 20 23

コア資本に係る調整項目の額　（ロ） 25 20 23

自己資本

自己資本の額   （（イ）ー（ロ））　（ハ） 7,696 7,763 7,944

リスク・アセット等（３）

信用リスク・アセットの額の合計額 62,228 59,978 62,125

うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 △ 720 △ 720 △ 720

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △ 720 △ 720 △ 720

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８％で除して得た額 3,124 3,280 3,280

リスク・アセット等の額の合計額　（二） 65,352 63,258 65,406

自己資本比率

自己資本比率   （（ハ）／（ニ））　 11.77% 12.27% 12.14%

 ●損益状況の推移

● 預金貸出金残高

● 損 益 状 況

　当金庫ではお客様からお預かりした資金の一部を、信用力の高い債券を中心とした有価証券等で運用しております。

秋田信用金庫に対し、平素より格別のご愛顧を賜り、
心よりお礼申し上げます。
当金庫の2023年９月期の主な経営内容をお知らせい
たします。

2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

個人
31.2%

その他 5.2%

建設業
11.0%

卸売・小売業 
11.5%

金融・保険業
10.9%

サービス業
13.6%

製造業 4.5%

地方公共団体 4.8%
不動産業 4.6%

運輸業 2.7%

個人
31.1%

その他 6.1%

建設業
10.9%

個人
30.8%

その他 6.1%

建設業
10.4%

製造業 4.5%

卸売・小売業
11.1%

金融・保険業
11.7%

製造業 4.4%

卸売・小売業
11.4%

金融・保険業
10.7%

サービス業
12.4%

不動産業 5.2%
運輸業 2.8%地方公共団体 5.0%

不動産業 5.1%
運輸業 3.3%

サービス業
12.4%

地方公共団体 4.6%

（単位：百万円）



国内基準 2022年
９月期

もとのデータ

2023年
３月期

2023年
９月期
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10

15

4.00%

11.77% 12.27% 12.14%

　預金につきましては、定期性預金は個人が流動性預
金へのシフトにより減少しましたが、流動性預金は個
人、一般法人および公金ともに増加したことから前年
同期比2,252百万円増加しました。
　貸出金につきましては、金融機関向け貸出、個人の
アパート資金、運送業、再生可能エネルギー関連の大
口実行のほか、消費者ローンの増加により前年同期比
2,987百万円増加しました。

　業務純益は、役務取引等費用や経費の増加に対し、貸出金利
息を主体とした資金運用収益の増加から、前年同期比36百万円
増加の224百万円の計上となりました。   
　経常利益は、業務純益の増加に加え、貸倒引当金等信用コス
トの減少等から前年同期比112百万円増加の245百万円の計上
となり、当期純利益は同96百万円増加の197百万円の計上とな
りました。
　◆2023年９月期実質業務純益　224百万円
　　実質業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額の影響を除い
たもので、前年同期比55百万円増加しました。
　◆2023年９月期コア業務純益　225百万円（うち投資信託解約益０円） 
　コア業務純益は、実質業務純益から国債等債券損益の合計額を除い
て算出された本来業務から得られる利益のことで、前年同期比40百万
円増加しました。 

 ◆貸出金業種別構成比

 ◆預貸金の推移

業況及び諸比率の推移
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もとのグラフデータ
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● 自己資本の充実の状況等● 有価証券の状況

● 開示債権の状況

2023年９月期の業績

　　2023年９月期の不良債権比率は、破綻懸念先残高の増加等から不良債権残高が増加し、前年同期比1.09ポイント上昇し、5.45％
となりましたが、不良債権の95.55％が貸倒引当金や担保・保証等により保全され、さらに自己資本となる純資産6,033百万円を
有し万全を期しております。        

１．売買目的有価証券　　　該当する取引はありません。
２．満期保有目的の債券

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券のうち、主なものの内容と貸借対照表計上額は次の通りです。 
　　・その他有価証券  
　　　秋田まちづくりファンド 24百万円
　　　非上場株式 33百万円

３．その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 12,141 11,959 181 9,348 9,206 141 5,362 5,278 84
そ の 他 6,537 6,029 507 8,452 8,300 151 7,126 6,552 574
小　　計 18,679 17,989 689 17,800 17,506 293 12,489 11,830 658

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 11,095 11,371 △    275 11,729 12,173 △    444 15,513 16,180 △    667
そ の 他 15,764 17,295 △ 1,531 14,776 15,893 △ 1,116 16,446 18,241 △ 1,794
小　　計 26,859 28,666 △ 1,806 26,505 28,066 △ 1,561 31,960 34,422 △ 2,462

合　　　計 45,538 46,656 △ 1,117 44,306 45,573 △ 1,267 44,449 46,253 △ 1,803

 ◆保有有価証券等の時価情報

（注）○「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」は、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる
債権で、債務者区分が破綻先および実質破綻先に該当する債権です。

　　○「危険債権」は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受取ができない可
能性の高い債権で、債務者区分が破綻懸念先に該当する債権です。

　　○「要管理債権」は、債務者区分が要注意先に該当する債権のうち、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する債権です。
　　○　「正常債権」は、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題のない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」

以外の債権をいいます。
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

種　　類
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 100 102 2 100 100 0 100 102 2
小　　計 100 102 2 100 100 0 100 102 2

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 － － － － － － － － －
小　　計 － － － － － － － － －

合　　　計 100 102 2 100 100 0 100 102 2

　信用金庫は、国内に特化する金融機関であることから、国
内基準で４％以上の自己資本比率を維持することが義務付け
られております。2023年９月期の自己資本比率は、リスク・
アセットがやや増加しましたが、利益計上等による自己資本
の増加から前年同期比0.37ポイント上昇の12.14％となり、
国内基準を大幅に上回る水準となっております。

★自己資本の構成に関する事項 （単位：百万円）

 ◆自己資本比率の推移

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する
銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有す
る資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判断するための基
準」(2006年金融庁告示第21号)に基づき算出しております。なお、当金庫は
国内基準により自己資本比率を算出しております。

★自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

項　　目
2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

イ．信用リスクアセット・
所要自己資本の額合計 62,228 2,489 59,978 2,399 62,125 2,485

①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 59,037 2,361 56,738 2,269 58,892 2,355

現金 － － － － － －

我が国の中央政府及
び中央銀行向け － － － － － －

外国の中央政府及び
中央銀行向け 72 2 72 2 72 2

国際決済銀行等向け － － － － － －

我が国の地方公共団体向け － － － － － －

外国の中央政府等以
外の公共部門向け － － － － － －

国際開発銀行向け － － － － － －

地方公共団体金融機構向け － － － － － －

我が国の政府関係機関向け 403 16 399 15 375 15

地方三公社向け 40 1 20 0 20 0

金融機関及び第一種金
融商品取引業者向け 7,863 314 7,195 287 8,071 322

法人等向け 28,025 1,121 29,122 1,164 30,645 1,225

中小企業等向け及び個人向け 12,917 516 10,162 406 10,119 404

抵当権付住宅ローン 1,721 68 1,469 58 1,391 55

不動産取得等事業向け 2,176 87 2,400 96 2,348 93

3ヵ月以上延滞等 19 0 21 0 26 1

取立未済手形 1 0 3 0 3 0

信用保証協会等による保証付 499 19 478 19 491 19

株式会社地域経済活性化
支援機構等による保証付 － － － － － －

出資等 82 3 82 3 58 2

上記以外 5,212 208 5,309 212 5,267 210

他の金融機関等の対象資本調
達手段のうち対象普通出資等
及び外部TLAC関連調達手段
に該当するもの以外のものに
係るエクスポージャー

1,200 48 1,200 48 1,200 48

信用金庫連合会の対象普通出資
等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部
分に係るエクスポージャー

627 25 627 25 627 25

特定項目のうち調整項目に算入され
ない部分に係るエクスポージャー 575 23 474 18 464 18

上記以外のエクスポージャー 2,809 112 3,007 120 2,975 119

②証券化エクスポージャー － － － － － －
③リスク・ウェイトのみなし計
算が適用されるエクスポー
ジャー（ルック・スルー方式）

3,908 156 3,957 158 3,950 158

④経過措置によりリスク・アセッ
トの額に算入されるものの額 － － － － － －

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されなかったものの額

△720 △28 △720 △28 　△720 △28

⑥CVAリスク相当額を
8％で除して得た額 － － － － － －

⑦中央清算機関関連エクスポージャー 1 0 2 0 2 0

ロ．オペレーショナル・リスク 3,124 124 3,280 131 3,280 131

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 65,352 2,614 63,258 2,530 65,406 2,616

（注）１．所要自己資本の額＝リスクアセット×４%
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びに
オフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。

３．「３カ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３
カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央政
府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国際決済銀行等向け」を除く）
においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算出しています。

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

項　　目 2022年
９月期

2023年
３月期

2023年
９月期

コア資本に係る基礎項目（１）

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会
員勘定の額 7,567 7,646 7,836

うち、出資金及び資本剰余金の額 1,237 1,250 1,242

うち、利益剰余金の額 6,330 6,420 6,593

うち、外部流出予定額　（△） － 24 －

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
コア資本に係る基礎項目の額に算入される引
当金の合計額 154 137 131

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 154 137 131

うち、適格引当金コア資本算入額 － － －

その他コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － － －

コア資本に係る基礎項目の額　（イ） 7,721 7,783 7,968

コア資本に係る調整項目（２）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額 25 20 23

うち、のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るもの以外の額 25 20 23

コア資本に係る調整項目の額　（ロ） 25 20 23

自己資本

自己資本の額   （（イ）ー（ロ））　（ハ） 7,696 7,763 7,944

リスク・アセット等（３）

信用リスク・アセットの額の合計額 62,228 59,978 62,125

うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 △ 720 △ 720 △ 720

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △ 720 △ 720 △ 720

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８％で除して得た額 3,124 3,280 3,280

リスク・アセット等の額の合計額　（二） 65,352 63,258 65,406

自己資本比率

自己資本比率   （（ハ）／（ニ））　 11.77% 12.27% 12.14%

 ●損益状況の推移

● 預金貸出金残高

● 損 益 状 況

　当金庫ではお客様からお預かりした資金の一部を、信用力の高い債券を中心とした有価証券等で運用しております。

秋田信用金庫に対し、平素より格別のご愛顧を賜り、
心よりお礼申し上げます。
当金庫の2023年９月期の主な経営内容をお知らせい
たします。

2022年９月期 2023年３月期 2023年９月期

個人
31.2%

その他 5.2%

建設業
11.0%

卸売・小売業 
11.5%

金融・保険業
10.9%

サービス業
13.6%

製造業 4.5%

地方公共団体 4.8%
不動産業 4.6%

運輸業 2.7%

個人
31.1%

その他 6.1%

建設業
10.9%

個人
30.8%

その他 6.1%

建設業
10.4%

製造業 4.5%

卸売・小売業
11.1%

金融・保険業
11.7%

製造業 4.4%

卸売・小売業
11.4%

金融・保険業
10.7%

サービス業
12.4%

不動産業 5.2%
運輸業 2.8%地方公共団体 5.0%

不動産業 5.1%
運輸業 3.3%

サービス業
12.4%

地方公共団体 4.6%

（単位：百万円）



「こどものみらい古本募金」への参加

期間 年 月 日〜 月 日
全店舗に回収ボックスを設置しております。
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あきしんの現況
秋田信用金庫半期開示ディスクロージャー誌 4～9月
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　７月11日、2023年度のモニター会議を開催し、
2022年度決算の状況等について報告しました。

７月 「2023年度モニター会議」開催

　今年度、秋田県では2050年までに県内で排出する二
酸化炭素(CO２)など温室効果ガスの量を実質ゼロとす
る「カーボンニュートラル」の
実現のため、節電や節水などに
取り組む県内事業者の登録制度
を創設しました。
　５月、当金庫もSDGs達成に
向けた取り組みの一環として本
制度に登録し、８月には、県と秋
田県地球温暖化防止活動推進セ
ンター共催の「脱炭素セミナー」
の周知活動を行いました。

５月 あきたゼロカーボンアクション
宣言事業者への登録

　４年ぶりに新型コロナの制限がなく開催された秋田
竿燈祭りに、「柳町」（大町４丁目）へスポンサー竿燈
として参加しました。地域貢献の一環として当金庫職
員も15名が参加し、会場の皆様から大きな拍手をいた
だきました。　

8月 秋田竿燈祭りに
「スポンサー竿燈」として参加

　９月18日、23日、24日の日程で「第25回あきしん
杯争奪少年サッカー大会」を開催しました。地域との
共生と青少年の健全育成を目的として、秋田市サッカー
協会との共催により開催しており、コロナ禍で２年の
中断を余儀なくされましたが、昨年から再開し、今年
も24チームから参加いただきました。

９月 「第25回あきしん杯争奪
　　　　　　少年サッカー大会」開催

　６月27日、第74回通常総代会を開催し、2022年度
決算について報告し、同剰余金処分案等について決議
しました。

6月 「第74回通常総代会」開催

〒010-0921　秋田県秋田市大町三丁目3-18
〈ホームページ〉https://www.shinkin.co.jp/akishin/
フリーダイヤル 0120-345-112 FAX 018-823-5110
〈Eメール〉s1120000@facetoface.ne.jp

本ディスクロージャー誌は植物油インキを使用しています。

大切にしたい  あなたとのつながり

■災害時返却カーリースによる被災地への  当金庫営業車両の無償貸出支援
　当金庫では、一般社団法人日本カーシェアリング協会が
提供する「災害時返却カーリース」を活用し、昨年より営
業車両６台を導入しております。
　「災害時返却カーリース」は、大規模災害が発生した際に、
10日以内に同協会が指定する場所に返却することが条件と
なるカーリース契約で、この度の豪雨災害では、同協会の
現地調査により支援ニーズを確認した秋田市に配備され、
被災者等に無償で貸与されることとなりました。
　当金庫では、引続き同協会との連携を通じ、災害時にも
大きな力を発揮できる助け合いの意識を醸成するととも
に、SDGsの達成に向けた取り組みを推進してまいります。

　当金庫と羽後信用金庫は、こども家庭庁等が主催する「こど
もの未来応援基金」への寄附プログラム「こどものみらい古
本募金」（読み終えた本を提携先の古本販売業者に送付すると、
買取額が同基金に寄附されるプログラム）に６月１日から９月
29日までの期間で参加しました。
　参加期間中、当金庫全店舗に古本の回収ボックスを配置し、
お客様へご協力をお願いしておりましたが、以下のとおり、同
基金へ寄附させていただきました。
　両金庫の取り組みにご賛同、ご協力いただきまして、誠にあ
りがとうございました。

■秋田市および五城目町への
■支援物資供給
　当金庫および他県信用金庫からの支援物資（飲
料水・タオル）を、被災した五城目町の老人福
祉施設・保育園、秋田市および五城目町の災害
ボランティアセンターへ提供しました。

■豪雨災害特別相談窓口の設置
　豪雨災害により被災された方々の早期災害復
旧に向けた支援のため、７月18日㈫、特別相談
窓口を設置するとともに災害復旧ローンの取り
扱いを開始しました。
　当初、特別相談窓口の設置期間は10月31日㈫
までとしておりましたが、９月の集中豪雨によ
る影響も含め、被害を受けられた皆様の事業や
生活等に関するご相談にお応えするため、12月
29日㈮まで延長しております。

地域
経済

地域
社会

TOPICS上半期AKISHIN トピックス

　今年は８人の新入職員が入庫しました。お取引先の皆
様にもご指導いただきながら、一日も早く独り立ちし皆
様のお役に立てるよう育成してまいります。

4月 秋田信用金庫　入庫式

秋田信用金庫 羽後信用金庫 合　計

寄附された本の数 1,932 冊 434冊 2,366 冊

寄附金額（本の買取額） 22,632 円 19,159 円 41,791 円

※寄附の内容

SDGs目標

SDGs目標

SDGs目標

SDGs目標

中央：あきた未来創造部長　
水澤里利 様

右：信金中央金庫東北支店 支店長
星住圭一 様

左：秋田信用金庫 理事長
　　　　　　　　　　菅原　浩

※紺綬褒章：公益のために私財（個人５百万円以上、法人等10百万円以上）を
寄付したものに授与される褒章

　豪雨災害により浸水被害を受け７月18日㈫より臨時休業して
いました五城目支店は、復旧工事が完了した９月４日㈪、営業
を再開しました。
　約１ヵ月半と長期間にわたり、お客様には大変ご不便、ご迷
惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げます。
　今後とも変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

被災時の状況

2023年７月に発生した
県内豪雨災害に対する取り組み

■「五城目支店」９月４日営業再開

　　2021年２月に地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）を通じ
て、秋田県の「若年女性の県内定着が進む社会づくり推進事業」
へ寄附（寄附額10百万円）を行った信金中央金庫（信用金庫の中
央金融機関）に紺綬褒章（※）が授与され、８月18日㈮、あきた未
来創造部長室において伝達式が開式されました。

　　信金中央金庫の寄附を通じて、当金庫も秋田県の同事業の周知
活動等のサポートを行っております。今後も引き続き、信金中央
金庫と連携し、秋田県の重要課題である若年女性の定着に向けた
取り組みを推進してまいります。

信金中央金庫が紺綬褒章授与
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